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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､C型慢性肝炎患者 (363例)に対するインターフェロンとリ
バビリンの併用療法における初回治療 (221例)または再治療 (142例)の
患者のアドヒアランス (52%の患者が 80%アドヒアランスを達成)に関連す
る因子を解析し､以下のような点を明らかにした｡(日 80%アドヒアランス
の達成率は再治療患者で有意に高かった｡(2)治療患者数の多い施設での治
療も有意に 80%アドヒアランスを上げる因子であった｡(3)若年や C型肝
炎ウイルスの遺伝子型 Zなどの関与も明らかになった｡
本研究は､C型慢性肝炎の治療におけるアドヒアランスの面からの新しい解
析を試み治療成績の向上をめざした点において価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
